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平成２６年度 租税教育に関する研究発表要項

名取市立不二が丘小学校

教 諭 清 野 秀 和

１ 研究主題

租税への関心を高めるための指導の工夫

～第６学年 総合的な学習の時間「税金について考えよう」の学習を通して～

２ 主題設定の理由

租税についての意義や役割を正しく理解していくことは，社会で生きていくためには必要不可欠な

ことである。また，新聞やテレビによる租税に関するニュースは，ほぼ毎日と言っていいほど報道さ

れており，児童は消費税はもとより，所得税，酒税，ふるさと納税等々多くの租税に関する言葉を見

聞きしている。しかしながら，後に述べる児童の事前アンケートから分かる通り，児童の租税に関す

る興味関心は低く，消費税以外の知識はほとんどない現状である。

租税の仕組みを理解する上で欠かせないのが，国，県，市の予算である。何をするための税金なの

か，何にどれぐらい使われているのかをある程度理解することで，租税に関する興味関心がより一層

高まると考える。

そこで，課題設定，調べ学習，まとめという一連の学習の中で，児童一人一人が租税について考え

ることは総合的な学習の時間のねらいを達成するのに最適であると考え，本主題を設定した。

※総合的な学習の時間の目標（小学校学習指導要領第５章より）

横断的・総合的な学習や探求的な学習を通して，自ら課題を見付け，自ら学び，自ら考え，主

体的に判断し，よりよく問題を解決する資質や能力を育成するとともに，学び方やものの考え方

を身に付け，問題の解決や探求活動に主体的，創造的，協同的に取り組む態度を育て，自己の生

き方を考えることができるようにする。

※租税教育の目的（国税庁ホームページより）

次代を担う児童・生徒が，民主主義の根幹である租税の意義や役割を正しく理解し，社会の構

成員として税金を納め，その使い道に関心を持ち，さらには納税者として社会や国の在り方を主

体的に考えるという自覚を育てる。
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３ 研究目標

児童が課題を設定し，壁新聞にまとめたり討論会をしたりする活動を通して，租税への関心を高め

る指導法を探る。

４ 研究の方法

（１）児童の税に関する実態調査を行う。

（２）租税教室を実施し，租税に関して理解を深めさせる。

（３）課題別にグループを編成し，壁新聞形式でまとめさせる。

（４）税金討論会を行い，租税についての関心を高めさせ学習したことを深めさせる。

（５）事後調査を行い，児童の変容をみる。

５ 研究の計画

平成２６年 ９月 実態調査

１０月 租税教室 （講師 木村経営管理会計 木村拓也税理士）

実践授業 事後調査 研究のまとめ

１１月 研究発表会

６ 研究の概要

（１）児童の実態（６年１組 男１３名 女１９名 計３２名）

実態調査の結果は次の通りである。（９月１２日実施）

Ｑ１ 「税金」という言葉を聞いたことがありますか？

・ある（３２） ・ない（０）

Ｑ２ 税金は誰が納めるのでしょうか？

・国民（大人も子供も）（２２） ・大人だけ（６）

・子供だけ（０） ・納めたい人だけ（０） ・分からない（４）

Ｑ３ 税金にはどんな種類があるでしょうか？（複数回答）

・消費税（２７） ・所得税（４）

・たばこ税（１） ・関税（１）

Ｑ４ 税金はどんなことに使われていると思いますか？（複数回答）

・教科書（５） ・公共施設（４） ・給料（１）

・仮設住宅（２） ・学校（１） ・国会の人（２）

Ｑ５ 税金は必要だと思いますか？

・必要（８） ・必要でない（９） ・どちらとも言えない（１５）
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以上の結果より，税金という言葉は知っているものの，消費税を除いては税金の種類，納税者などの

知識はほとんどないと言える。また，税金の使い道についても，一部の児童が若干の知識があるだけで，

ほとんどの児童は理解できていない。

税金の必要性については，「必要でない」「どちらとも言えない」と答えている児童が合計２２名おり，

税金の意義についての理解も十分でないと言える。

（２）学習計画（８時間扱い）

次 主 な 内 容 時間

１ ・租税教室を行う。（講師 木村経営管理会計 木村拓也税理士） １

・資料を基に，税金について学習する。 １

２ ・一人一人課題を設定し，その課題別にグループを編成し調べる。 ２

（本，インターネット）

・グループごとに壁新聞を作る。（９グループ） ３

３ ・税金討論会「どの国が一番住みやすいか？」 １

（３）実践の概要

【第１次】

（１）租税教室を行う。（１０月２日）

（講師 木村経営管理会計 木村拓也税理士）

・税金の役割と大切さ

・ビデオ「マリンとヤマト 不思議な日曜日」

毎日の暮らしの中で税がどのようなところで使われているのか。

「税金はみんなのために使うお金です」 １億円のレプリカを持ってみて
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○租税教室後の児童の感想

【第２次】課題を設定し，調べ，まとめる

【第３次】税金討論会

【第２次】

（１）一人一人課題を設定し，その課題別にグループを編成し調べる。（１グループ３～４名）

○児童が設定した課題は次の通りである。

①税金の種類（２グループ） ②所得税（２グループ） ③使い道（２グループ）

④税金の歴史（２グループ） ⑤消費税（１グループ）

○調べた方法

・書籍

（司書の先生の協力をもらい，名取市内の小学校から税金に関する本を１７冊借りていただいた）

・インターネット（国税庁ＨＰ https://www.nta.go.jp/index.htm）
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本やインターネットを活用した調べ学習の様子

（２）グループごとに壁新聞を作る。

壁新聞を書いている様子

完成した壁新聞①

「税金の歴史」
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完成した壁新聞②

「消費税」

完成した壁新聞③

「所得税」
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完成した壁新聞④

「税金の使い道」

完成した壁新聞⑤

「税金の種類」
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【第３次】税金討論会「どの国が一番住みやすいか？」

下のワークシートを使い，所得税について考え，意見を交流する場を設けることで，これまで学習し

た税についての知識を深めることができた。

税 金 討 論 会
名前（ ）

テーマ
あなたは次のうち，どの国が一番住みやすいと思いますか？

（税収入もあり，税金を支払う人が公平感を感じる）

［所得税］会社員の給料や商売のもうけなど，収入があった人が支払う税金

【Ａ国】＜現在の日本＞

収入が多くなると所得税の割合（税率）も増える

１年間に ２００万円収入があった人は所得税 ２０万円を払う（税率１０％）

１年間に２０００万円収入があった人は所得税８００万円を払う（税率４０％）

消費税は８％（１０００円の物を買うと１０８０円支払う）

【Ｂ国】

１年間に収入があった人は全員，所得税として収入の２０％を支払う（税率２０％）

１年間に ２００万円収入があった人は所得税 ４０万円を払う（税率２０％）

１年間に２０００万円収入があった人は所得税４００万円を払う（税率２０％）

消費税は８％（１０００円の物を買うと１０８０円支払う）

【Ｃ国】

１年間に２００万円以上収入があった人は全員，所得税５０万円を払う（定額）

１年間に ２００万円収入があった人は所得税 ５０万円を払う（税率２５％）

１年間に２０００万円収入があった人は所得税 ５０万円を払う（税率２．５％）

消費税は８％（１０００円の物を買うと１０８０円支払う）

【Ｄ国】

所得税は無税だが，消費税を５０％支払う

１０００円の物を買うと１５００円支払う（物の値段が１．５倍）
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○討論会での児童の発表の様子（◎賛成 ●反対）

【Ａ国】＜現在の日本＞

収入が多くなると所得税の割合（税率）も増える

１年間に ２００万円収入があった人は所得税 ２０万円を払う（税率１０％）

１年間に２０００万円収入があった人は所得税８００万円を払う（税率４０％）

消費税は８％（１０００円の物を買うと１０８０円支払う）

【Ｂ国】

１年間に収入があった人は全員，所得税として収入の２０％を支払う（税率２０％）

１年間に ２００万円収入があった人は所得税 ４０万円を払う（税率２０％）

１年間に２０００万円収入があった人は所得税４００万円を払う（税率２０％）

消費税は８％（１０００円の物を買うと１０８０円支払う）

◎ 今 の 生 活 が 一 番 だ

か ら ， こ の 仕 組 み で

よ い 。

◎ ２ ０ ０ 万円 収 入 が あ

る 人 は ， 税率 が 低 く 暮

ら し や す い。

● 仕 事を 頑張 っ てた く さん 収

入 が ある 人の 税 率が 高 く， た

く さ ん税 金を 払 わな く てい け

な い のは おか し い。

◎ 収入 が あっ た人

全 員が 支 払う のは

公 平で あ る。

◎ ２ ００ ０ 万 円 収入 が

あ る 人に と っ て ，税 率

２ ０ ％は 安 い 。

◎ 収 入 が増 え て も ，定 率 な

の は よ い。

● 収 入 が少 な い 人

が か わ いそ う 。

● ２ ０ ０ 万円 収 入 が ある 人 の

税 率 が 高 い。

１ ８ 名 ／３ ２ 名 中

１ ０ 名／ ３ ２ 名 中
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【Ｃ国】

１年間に２００万円以上収入があった人は全員，所得税５０万円を払う（定額）

１年間に ２００万円収入があった人は所得税 ５０万円を払う（税率２５％）

１年間に２０００万円収入があった人は所得税 ５０万円を払う（税率２．５％）

消費税は８％（１０００円の物を買うと１０８０円支払う）

【Ｄ国】

所得税は無税だが，消費税を５０％支払う

１０００円の物を買うと１５００円支払う（物の値段が１．５倍）

税金討論会の様子

４名 ／ ３ ２名 中

● ２ ０ ０ ０万 円 収 入

が な い と 税率 が 高 す

ぎ る 。
●１ 円 違 い で払

わな い 人 と 払う

人が い る 。

◎仕 事 を 頑 張っ て 収 入が 多 い

人は ， 税 率 が下 が る 。

◎お 金 持 ち だけ の 国 にな る 。
● お金 持 ち で ない

人 はか わ い そ う。

０ 名 ／３ ２ 名 中

● 物 が 売 れな い ● 物を 買 わ ない で ， 自 給自 足 の 人 が増 え る 。
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「税金について考えよう」の学習を振り返って

○児童の感想から

税金はいろいろなところで使われているこ 税金は私たち国民にとってとても大切だと

とが分かりました。国によって税金の使い道 いうことが分かった。税金にはいろいろな種

が違うことも分かりました。 類があることも分かった。

これから消費税が高くなるようなので，本 日本では，収入が多くなると所得税の割合

当に必要か考えて買いたい。 が増えることが分かりました。

税金をいらないなどと思わず，税金は大切 消費税を払う時に嫌々払わないで，当たり

な物と思いたい。 前のように払いたい。

７ 研究の成果と課題

（１）成果

・租税に関する知識が深まり，普段の生活の中で税金で支払われているものについて，「大切に使わ

なければならない」「節約しなければならない」という意識が高くなった。

・税の仕組みや国予算について学習していく中で，政治に関する関心が高くなり，これから学習する

社会科「私たちの生活と政治」の意欲付けとなった。

・「税金がなくなったら，どんな生活ななるのか」を考えさせることで，納税の義務の意識が非常に

高くなった。

・租税教室で税理士の方から専門的な話を聞き，税の大切さを改めて感じることができた。

・「税金討論会」を開き，累進課税について，児童一人一人が考えを持つことができた。また，その

考えを発表し意見の交流をすることで，日本の所得税の仕組みである「累進課税」の長所について

理解を深めることができた。

（２）課題

・税金の使い道について，「国の予算」を主に考えさせたが，「県や市の予算」にも目を向けさせれば

更に，税金を身近なものに感じることができたと思う。

・税金について調べていく過程で，専門用語が出てきたときに教師もある程度租税に関する知識がな

いと対応できない場面があった。

・税金の種類や税率など，社会情勢や政治の状況で参考資料と異なっているときがあり，多少混乱し

ていた児童がいた。

・調べる手段として，本とインターネットが中心であり，関係書籍の充実やインターネット検索のス

キルなども必要であった。




